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　　　　　　　　　　　試験実施概要

表　　　題

　アニリンのオオミジンコ（Dゆh吻脚8ηo）に対する急性遊泳阻害試験

試験目的
　アニリンについて、オオミジンコ（D卯hη」α脚即α）に対する急性遊泳阻害試験を

行い、24及び48時間後の50％遊泳阻害濃度（Eic50）及び最大無作用濃度（NoEci）を

求める。

試験方法
　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性遊泳

阻害試験及び繁殖試験」（1984年）に準拠した。

適用GLP
　本試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7年g月

26日）に準拠した。

試験委託者

　名　称：　環境庁

　住所：（〒100）東京都千代田区霞が関1．2，2

試験受託者

　名　称：　財団法人　化学品検査協会

　住所’1（〒136）東京都江東区亀戸5－6－21

試験施設
　名　称：　化学品安全センター　久留米研究所

　住所：（〒830）福岡県久留米市中央町19－14

　運営管理者：
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8　試験関係者

試験責任者

試験担当者

　生物試験担当

　分　析　担　当

　データ処理担当

試資料管理部門責任者

9　最終報告書の承認

199ワ年　3月28日

試験責任者 氏名

10　試験期間
　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

1997年2月27日
1997年3月28日

1997年3月3日～1997年3月5日

11　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終報告書

　　作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米研究所の

　　保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議のうえ決定

　　する。
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要　　旨

試験委託者

環境庁

表　　　題

　アニリンのオオミジンコ（D印加血胸8πα）に対する急性遊泳阻害試験

試験番号
91752

試験方法
　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性遊泳阻害

試験及び繁殖試験」（1984年）に準拠して実施した・
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被験物質：

試験生物：

生物数：
，暴露期間：

暴露方式：

試験濃度：

連　　数：

試験液量：

試験水温：

照　　明：

試験液中の被験物質の分析：

アニリン

オオミジンコ（D4phη如〃；08nα）

20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）

48時間

止水式

1，000・100・10・0・1・00・0．100・0．0100mg／L〈公比：10）

及び対照区

1試験区に付き4連

1容器（1連）に付き200mL

20止1℃

室内光、16時間明／8時間暗

　　　　　　　　高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

　　　　　　　　（暴露開始時、暴露終了時）

結

1
）

2
）

果

24時間暴露後の結果

　24時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）＝88．8mg／L

　（g5％信頼限界：35．9～294mg／L）

48時間暴露後の結果

　48時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）・＝0．316mg／L

　（95％信頼限界：0．100～LOOm以L）

　最大無作用濃度（NOECi）＝0．100mg／L

　100％阻害最低濃度＝1．00mg／L

　　　　　　　　　（上記濃度は、全て設定値に基づく値）

一1一



Test　No．91752

　　　本報告書においてアニリンは、次の名称及び品質等を有するものとする。

　　被験物質に関する情報については供給者提供の添付資料等によった．

　　　　　　　　　　（CAS番号　62－53－3）

　　　　　　　　　　◎一N恥

　　　分　子　式：　qH7N

　　　分子量：93．13

　　　外観：ごくうすい黄色澄明の液体組
　　　安　定　性：　不明

　　　1一オクタノール／水分配係数（IogP）：　10g　Kow＝0．90桝

　　　P陥　　：PKb930桝
　　　水への溶解度：　3．4mU100mL（20℃）蕗

　　　蒸気圧：0．3m皿Hg（20℃）舵

　　　純度及び不純物：　含量　100．0％書1

　　　　　　　　　　　水分　0．03％蹴

　　　　　　　　　　　不揮発物　0．01％以下世1

　　　　　　　　　　　ニトロベンゼン　0．003％以下響1

　　　ロット番号：　LEG5649

　　　供　給　者：

　　　供給量：500mL
　　　入手日：1996年12月25日

　2）　構造式：

1　被験物質

1．1名称、構造式及び物理化学的性状

　1）名　称：アニリン

3
）

4
）

5
）

6
）

　7）

8
）

9
）

10）

11）

12）

13）

14）

15）

情　報

＃1：

＃2：

＃3：

＃4：

源

供給者提供の添付資料

KarelVerschueren，“H飢dbookofEnviroment田DataonOrg血cChe面面s”

2nd　Ed．，Van　Nostrand　Reinhold，1983．

化学大事典編集委員会編r化学大事典」（共立出版）1960．

Hazardous　Substan㏄s　DaねBank（HSDB），US．National　Libra珊of　Medicine

（1995），

一2一
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1．2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が認められないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は

　　無かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断

　　された。

2　試験生物
　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（D4ρ加∫α〃3α8nα）の幼体を用いた。

　　　本種は、U．S．EPAEnviro㎜entalResearchLaboratory，Duluthより入手したものを、

　　当研究所において継代飼育しているものである。また、基準物質（重クロム酸

　　カリウム・試薬特級・和光純薬工業株式会社）の48時間EiC50は0．283mg／しで

　　あった。

供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　継代飼育している2～4週令のミジンコを試験生物の親とした。成熟し幼体を

生むようになったら少なくとも、試験前日に幼体を除去した。但し、死亡個体

の多いバッチ、休眠卵や雄が生じたバッチのミジンコは使用しなかった。

）
）
）
）
）

刊
⊥
2
3
五
丁
5

飼育水：

飼育密度：

水　　温：

照　　明：

餌　　　：

6）　給餌量：

希釈水（3．2参照）

10頭／800mL飼育水

20土1℃

室内光、16時間明／8時間暗

単細胞緑藻類（C距10rε1Zαvμ18αr∫s）

藻類培養液を遠心操作により、希釈水に置換して給餌した。

ミジンコ1頭当たりCん10rε伽vμ18αr∫sを0．1～0．2mgC（有機炭素

含量）／日の割合で与えた。この範囲でミジンコの成育段階に

応じて段階的に餌の量を変えて与えた。
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3　試験方法
3．1試験条件
　1）　暴露方式：

）
）
）
）
）
）
）

ハ
∠
3
4
5
6
門
ノ
8

一暴露期間：

連　　数：

生物数：

試験液量：

試験水温：

照　　明：

給　　餌：

被験物質を含む試験液へ試験生物を暴露する薬浴方式を用いた。

試験は暴露期間中、試験液の交換をしない止水式で行った。

48時間

1試験区に付き4連

20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）

1容器（1連）に付き200mL

20±1℃

室内光、16時間明／8時間暗

無給餌

3．2希　釈　水

　　　脱塩素水道水（久留米市水道水を活惟炭処理し、残留塩素等を除去したもので、

　　充分通気した）を使用した。希釈水の主な水質として、硬度は55．6mg／L（CaCq

　　換算）、pHは7．7であった。希釈水使用時にはオルトトリジン法によって残留塩素

　　濃度が0．02mg／L以下であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

　4）　pH計　　　：

　5）　溶存酸素計

　3）　水　温　計：

3．3

　1）　試験容器：

　2）　恒　温　槽：

試験容器及び恒温槽等

　腰高シャーレ（内径85cm、深さ5．7cm）を用いた。

　加温冷却機によって試験容器内の水温を20±1℃に維持する

　恒温槽を用いた。

　検定済みガラス製棒状温度計

　ガラス電極式水素イオン濃度計HM－14P型（東亜電波工業）

：　溶存酸素計58型（YeHowSpringsInst㎜entCo．，Inc．）

3．4試験濃度の設定

　　　本試験に先立って行った予備試験の結果では30．O　mg／しで100％遊泳阻害、

　　0・0100mg1しで0％遊泳阻害と考えられたので、試験濃度は1，000mg／Lを最高濃度と

　　して公比10で6濃度区（1，000、100、10．0、1、00、0，100及び0．0100mg1L）を設定した。

　　対照には希釈水のみの対照区を設けた。
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3．5試験液の調製

　　　必要量の被験物質を希釈水に溶解させ、10，000mg／しの試験原液を調製した。

　　この試験原液をさらに希釈水で1，000倍に希釈して10．O　mg／しの試験原液を調製

　　した・1，000mg几区・100mg几区及び10．O　mg几区の試験液は10，000mg∠しの試験

　　原液を用いて、また1．00mg／L区、0．100mg／L区及び0，010σmg／L区の試験液は

　　10．O　mg／しの試験原液を用いて、各濃度区毎に必要量の試験原液と希釈水を混合

　　して調製し、4個の試験容器に分割した．

3．6試験液の分析

　　　暴露開始時（0時間）及び暴露終了時（48時間）に各試験区の4容器の中層より試験

　　液を等量採取して混合した後、HPLCにより分析した。試験液の分析に際しては、

　　標準溶液（濃度5．00及び0．0500mg匹）の測定を行い、そのピーク面積比から定量

　　した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　　　試験液の水温、溶存酸素濃度、pHを測定後、試験生物を投入し、その時点を

　　暴露開始時とした。先端が比較的広口のガラスピペットを用、いて試験生物を投入

　　した。その際、試験液量に対して、ピペット内の飼育水は全量で1％以内を目安

　　とした。

　　　暴露開始24及び48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器を

　　穏やかに動かした後、15秒間泳げない場合、遊泳阻害されたとみなした（但し、

　　遊泳とは水中を泳げることを意味し、水底を這って動くものは阻害に含めた。

　　また、正常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも水中を遊泳した場合は、阻害

　　に含めなかった）。

　　　水温、溶存酸素濃度、pHは、暴露開始時及び暴露終了時（48時間）に、全試験区

　　（但し、各1試験容器）の試験液について測定した。

3．8数値の取扱い

　　　数値の丸め方は、JISZ8202－1985参考3規則Bによった。

4　結果の算出

　　　各濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を

　　算出し、Moving　Average法及びBinomial法により半数遊泳阻害濃度（EiC50）を算出

　　した。また、その95％信頼限界も示した。

　　　ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度を最大無作用濃度（NOECi）とした。

　　　全てのミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。

　　　なお、結果の算出に用いた濃度範囲では被験物質の測定濃度が設定値の±20％

　　以内であったので、結果の算出には設定濃度を用いた。
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5　結果及び考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　暴露開始時及び暴露終了時（48時間）に試験液中の被験物質濃度を測定した。

　　結果の算出に用いた濃度範囲では、被験物質の測定濃度の設定値に対する割合は、

　　暴露開始時で96．4～107％、暴露終了時で92．7～106％寧であり、いずれも設定

　　値の±20％以内に保たれていた。

　　　＊0．0100mg／L区では、暴露開始時で107％、暴露終了時で172％と約1．6倍に増加

　　　した。この原因については明確ではないが生物由来によると考えられた。また、

　　　この濃度は結果の算出には関係せず、試験の結果に影響を及ぼすものでは

　　　なかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．7），付属資料一2］

5．3半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　　　アニリンの設定濃度に基づく24時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）は88．8mg∠しで

　　あり、その95％信頼限界は35．9～294mg／しであった。また、48時間の半数遊泳

　　阻害濃度（EiC50）は0316mg／しであり・その95％信頼限界は0．100～1．00mg／しで

　　あった。対照区の遊泳阻害率は0％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工Table2Φ。8），Table3Φ．9），Fi即re1Φ．13）］

54最大無作用濃度（NOECi）及び100％阻害最低濃度

　　　アニリンに48時間暴露したミジンコの遊泳阻害における最大無作用濃度

　　（NOECi）は0・100mg／L（設定濃度）であった・100％阻害最低濃度は1．00mg1L（設定

　　濃度）であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（p．8），Table4（p．9），Figure1（p．13）］

5．5試験液の水温、溶存酸素濃度及びpH

　　　暴露期間中に測定した水温は20．4～20．5℃であった。溶存酸素濃度は8．6～

　　8．8mg／しであり、飽和溶存酸素濃度の60％以上であった（20．0℃の飽和溶存酸素

　　濃度：8．84mg／彩）。pHは7．6～7．8であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5，6，7（p．10～12）］

5．6試験液の状態

　　　調製時の試験液は無色透明で、その状態は暴露終了時まで変わらなかった。

以　上

一6一
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Table1，Concentrations　ofaniline　acute　immobilization　test　using

　　　　　　　　D叩五n如〃1α9πα　under　static　conditions

　　Nomillal

COnCentrat10n
Measured　concentration（m処）

　　　　　Pe「cent　of　nom圭na1

m 〇一houra） 48．hourb） MeanC）

Contro1 n．（i． n．d． n．d．

0．0100 0．0107

．工1Ω刀．

0．0172

．α2）…

0．0137

0．100 0．0999
．．（22．＝2）．．

0．106
．．．（⊥ΩΩ．．

．鰻．z〉．

0．103

1．00 1．03

．．．．（⊥Ω呈）．．．．．．．．

1．00

．（工ΩΩ）．．

．“．働．

1．01

10．0 9．64

』（2飴）、

9．70
．．．．．．．（i～fZ二Ω〉．．

、鯉．a．．．

9．67

100 101

、“鋤．

95．6

．．．．．　．．（2棄二Ω．．

工2鱒……．

98．4

1，000

　
7

7
　
・

8
Ω
u

Q
／
Q
ノ

　
7

肩
ノ
　
・2
2

Q
／
9

．鰹：の…

7
7
5
5
9
9

n・d・：く0．00500mg／L

a）freshsolutions

b）expired　solutions

c）The　values　are　expressed　as　time－weighted　means　calculated

　　by　the　following　equation：

　　（Co－C48）／（1nCo－1nC48）

　　where

　　　Co：the　measured　concentration　at　O－hour

　　　C48：the　measured　concentration　at48－hour

　　　lnCo：thcnaturallogarit㎞ofCo

　　　lnC48：the　natural　logarithm　of　C48
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Table2．㎞obilityofD鋤π1撒餌exposedtoa曲e

　　Nominal

COnCentrat10n

　　　m

Cumulati〉e　number　ofImmob皿zed1）4phn∫α

　　　　　　　　　　Percent　immobilit

24－hour 48－hour

Contro1 0（0） 0（0）

0．0100 0（0） 0（0）

0．100 0（0） 0（0）

1．00 6（30） 20（100）

10．0 6（30） 20（100）

100 2（10） 20（100）

1，000 20（100） 20（100）

The　values　include　dead1）卿hn’α．
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Table3． Calculated　EiC50values£or五）叩hn如η1α8παexposed　to　anihne

based　on　nominal　concentrations

Exposure

　　time

　　　our

Eic50

m

　　95－Percent

confidence　limits

　　　　　　m

Statistical

method

24 88．8 35．9 294
mOvmg　average

48 0．316 0．100 1．00 binomia1

Table4． No　observed　effect　concentration（NOECi）of　aniline　and　lowest

concentrationin100％i㎜obilitybasedonnom血alconcen住ations

Exposure

　　time

　　hour

　　No　observed　effect

concentration（NOECi）

　　　　　　　m

Lowest　concentration　in

　　　100％immobility

　　　　　　　m

24 0．100 1，000

48 0．100 1，00
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Table5． Temperature　of　test　solutions　during48－hour　static　exposure　of

D叩hπεαη1α9πα　to　anilhle

　　Nominal

COnCentrat10n

　　　m

Temperature

　　　　。C

0－hour 48－hour

Contro1 new
old

20．5

20．4

0．0100 new
old

20．5

20．4

0．100 new
old

20．5

20．4

1．00 new
old

20．5

20．4

10．0 new
old

20．5

20．4

100 new
old

20．5

20，4

1，000 new
old

20．5

20．4

new：ffeshly　prepared　test　solutions

old：testsolutionsafter48hoursexposure
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Table6． Dissolved　oxygen　con㏄ntrations　of　test　solutions　du血g48－hour　static　exposure

ofD4ρhn∫α脚gnαtoan皿ne

　　Nom血al

concentratlon

　　　m

Dissolved　oxygen　concentration

　　　　　　　　　　　m

0－hour 48－hour

Contro1 new
old

8．8

8．6

0．0100 new
old

8．8

8．6

0．100 new
old

8．8

8．6

1．00 new
old

8．8

8．6

10．0 new
old

8．8

8．6

100 new
old

8．8

8．6

1，000 new
old

8．8

8．6

new：freshly　prepared　test　solutions

old：test　solutions　after48hours　exposure
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Table7． pH　values　oftest　solutions　during48－hour　static　exposure　of．D4ρh漉α1ηαgno

to　aniline

　　Nominal

COnCentrat10n

　　　m

pH

0－hour 48－hour

Contro1 new
．g照．．

7．6

0．0100 new
．．9逗

7．7

、．エ・＆．．．．．．

7．8

0．100 new
．o岨

7．7

1．00 new
．old

7．7

．エ盗．．

10．0 new
．．鯉…．

7．7

．エ．：§．．

100 new
．．019．．．．

new
old

7．7

．．エ澄

1，000 7．8

．z器、

7．8

new：freshly　prepared　test　solutions

old：testsolutionsa丘er48hoursexposure
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付属資料一1

希釈水の水質

　（全2頁）
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Appendix1．　Waterqualityofdilutionwater

Parameter Concentration

1997．Feb．4

Lowerlimit

of　detection

pH、

COD　　　　　　（mg伍）
Colifbm　group　bacteria

　　　　　　（MPN／100mL）

Total　phosphoms

Total　mercury

Copper

Cadmium

Zinc

Lead

Aluminium

Nickel

Total　chromium

Manganese

Tin

Iron

Cyanide

Free　chlorine

Bromide　ion

Fluoride

Su1且de　ion

㎞mOnia　nitrOgen

Arsenic

Selenium

Evaporation　residue

Electゴ。　conductivity

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
四
四
幽
幽
四
四
幽
四
四
四
幽
幽
幽
幽
幽
幽
⑳
四
幽
幽
㎞

⑪
⑪
⑪
⑪
伽
⑪
⑪
伽
⑪
＠
＠
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
伽
⑪
⑪
⑪
⑪
伽

Total　hardness（as　CaCO3）

　　　　　　　　　　（mg勘

』kalinity

Sodium

Potassium

Calcium

Magnesium

四
四
醐
幽
幽

m
m
m
m
m

（
　
（
　

（
　
（
　

（

7
∩
∠7
0
0 7
．
．
●
●
・
…
、
・
　
．
．
■
・
・
、
．
■

00

c
D
D
D
D
D
D
D
D
D
価
D
D
D
D
D
D
D
D
2
0
7
1
％

α
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
O
N
N
N
N
N
N
N
N
1
1
5

37．5

14．9

3．76

14．8

4．52

5

0
5
5
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
（
∠

0
0
0
1
0
　
1
2
1
　
1
　
1
　
5
　
1
0
0

0
0
0
0
0
1
0
0
0
5
0
1
0
1
1
1
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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Appendix1．（continued）

Parameter Concentration

1997．Feb。4

Lower1㎞it
of　detection

1，2－Dichloropropane

Diazinon

Isoxathion

Fenitrothion（N［EP）

Isoprothiolane

Oxine　cupPer

Chlorothaloni1（TPN）

Propyzamide

EPN

Dichlorvos（DDVP）

Fen・bucarb（BPMg）

Iprobe価os（1］BP）

Chlomitrofen（CNP）

Thiram

simazine（cAT）

niobencarb

PCB

⑳
四
幽
幽
幽
幽
幽
幽
⑳
幽
幽
⑳
幽
幽
醐
幽
幽

⑪
＠
⑪
⑪
⑪
⑪
＠
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
＠
⑪
⑪

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

凡
凡
N
凡
N
R
N
N
凡
R
N
N
N
N
凡
凡
N

0．006

0．0005

0．0008

0．0003

0．004

0．004

0．004

0．0008

0．0006

0．001

0．002

0．0008

0．0005

0．0006

0．0003

0．002

0．0005

N．D．：not　dctected
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付属資料一2

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　　（全11頁）
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試　　験　　名

被験物質物質名

ミジンコ急性遊泳阻害試験

アニリン

1）　試験液の分析方法

　（1）試験液の前処理操作

　　　　混合した溶液はそのまま若しくは希釈水で希釈して、以下のフロー

　　　スキームに従い高速液体クロマトグラフィー（HPLC）によって分析した。一

フロースキーム

試験液分析試料

H　P　L　C試料

　HPLC試料中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた。

（2）被験物質溶液の調製

　　　被験物質100mgを正確にはかりとり、アセトニトリルに溶解して

　　1，000mg／しの被験物質溶液を調製した。これをアセトニトリルで希釈して

　　100、10．Omg／しの被験物質溶液を調製した。

（3）標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。

　　①10。Omg／L区、100mg1L区及び1，000mg／L区を分析する場合

　　　　100mg／しの被験物質溶液を希釈水で希釈して5．00mg／しの標準溶液と

　　　した。

　　②0．0100mg／L区、0．100mg／L区及び1．00mg1L区を分析する場合

　　　　10．O　mg1しの被験物質溶液を希釈水で希釈して0．0500mg／しの標準溶液と

　　　した。



Test　No．91752

2）　HPLCの分析条件

　　　機　　　　　器

　　　　ポ　　ン　プ

　　　　検　　出　器

　　　　かトィンジェクター

　　　カ　　ラ　　ム

度
液
量
長
量

温

ム
離
波
入

ラ
　
　
定

力
　
溶
流
測
注

度
器
計

　
出
録

　
検
記

感

高速液体クロマトグラフ

島津製作所製　LC．10AD

島津製作所製　SPD－10AV

島津製作所製　S皿’一10AXL

L－columnODS（化学品検査協会製）

15cm×4．6㎜φステンレス製

40℃

アセトニトリル／蒸留水（30／70Vハr）

1．O　ml／min

280nm

100μL

（10ρmg伍区、100mg1L区及び1，000mglL区を分析する場合）

400μL

（0．0100n轡L区、0．1001㎎／L区及び100n轡L区を分析する場合）

1AU／1V
ATTEN25

（0．0100囎L区、α100mgイL区及び1』0㎎L区を分析する場合）

ATTEN27

（10．Omg／L区、100n轡L区及び1，000mg1L区を分析する場合）

3）　検量線の作成

　　　①10、Omg／L区、100mg／L区及び1，000mg／L区を分析する場合

　　　　　（3）①の標準溶液の調製と同様にして0．200、1．00及び5．00mg／しの標準

　　　　溶液を調製した。また・1，000mg／しの被験物質溶液より、25．O　mg／しの

　　　　標準溶液を調製した。

　　　②0．0100mg／L区、0．100mg／L区及び1．00mg／L区を分析する場合

　　　　　（3）②の標準溶液の調製と同様にして0．00500、0．0100、0．0500及び

　　　　0．100mg／しの標準溶液を調製した。

　　　　これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得られたそれぞれの

　　　クロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成した。



Content　of　figure

Figure1－1．

Figure1－2．

Figure2－1。

Figure2－2、

Figure2－3．

Figure24．

Figure2－5．

Figure2－6．

Test　No．91752

α11ibrationcurve－10fanilinebyHPLCanalysis，

Calibration　curve・20f　an丑ine　by　HPLC　a皿alysis．

Example　ofchromatogram．

（standard　solution　of5．00m創L，0・hour）

Example　ofchromatogram．

（freshtestsolutionof10．Omg／Lasnon血alconcentration，

0－hour）

Example　ofchromatogram．

（fresktestsolutionofcontrol，0－hour）

Example　ofchromatogram．

（standard　solution　of5、00mg五L，48－hour）

Example　ofchromatogram．

（expired　test　solution　of10．O　mg／L　as　nominal　concentration，

48－hour）

Example　ofchromatogram．

（expired　test　solution　of　contro1，48－hour）
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In　ut　data

Run

Concentration

　　　m

Peak　area

　　V・sec
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∠
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Figure1－1．

　　　　　0　　　　　　　　　　　12．5　　　　　　　　　　25

　　　　　　　　　　　　Concentration（m処）

Calibration　curve－10f　aniHne　by　HPLC　analysis．
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In　ut　data

R、un

Concentration

　　　m

Peak　area

　　V・sec

－
【
∠
3
∠
τ

0．00500

0．0100

0．0500

0．100

1618

3212

15336

31058

（
8
。
。
・
＞
菖
ω
。
持
着
£

32000

16000

0

y＝309926x

rニ1．000

Figure1－2．

　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　0．05　　　　　　　　　　　　　　　　0．1

　　　　　　　　　　　　Concentration（m処）

Calibration　curve－20f　anil血e　by　L｛PLC　analysis．
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Figure2－2．　Example　ofchromatogram．

（fresh　test　solution　of10．O　mg！L　as　nominal　concentration，0－hour）



lll§1－Lc！。A群甜二1ch＝1し桝翻＝26。テ●一夕ニ1了52H。Z・0旧7／。3／。314：15：58

工D　　　：対黒区

サンフ’硯i100　　　　　　　　　　　　　　　隔r，三夕イフ’　　宗知講料
難名鴛？ll，シンクーゐ

‡纏クロマトグラム‡獅

　　酌s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…試験番号

、
誓

、t“、　＝

　、lr1．

q、r5■

20

10

o

一暴露開始時
対 四

川

＼

区

と

、
被
験
物
質
位
置
一
・

o
●
O

10

面n
轄‡ピークレポート纏‡

！！ヒ％クがありません11

250－111 97／03／0314：2S：07

Figure2－3．　Example　ofc㎞omatogram，

（丘eshtests・1uti・nofo・ntr・1，0－h・ur）



CLASS－LCIOシステム番号二1Ch＝1
サンフ・ル　　：　ANR／std．

ID　　　：5Pρm
サンフ’ル量：100

タィフ●　：標準猛料

購i轍lll。シンク’ル

‡年‡　クロマトク・ラム　‡‡‡

　　mAbs

レポート舌号＝393テ’一夕＝1752H48S．03497／03／0518：35：06

1『『「．3．も

試験看・号9／7よ2

100

50

o

暴露￥3時間後

標準よ00写／L

4．639

t
I

一
　
、

o
一
「
甲 10

ml　n
‡事キ　ヒ‘一クし市・．ト　＊‡峯

PK村O　TIHE　「応『r
　　1　4．639　i434468i

HEIGHT　HKτDNO
　47192　　　　　1

CONC H酬E
アニリン

434468

‡纏亭ヤリフ’レーション結果＊＃
零軍　工D　チーフ‘．し　‡本

mNO　　成分名　　　　ヨ寺1間

　　1ア：リン　　　　4．δ4
濃度
5

47192

FI　　　　　　　F2
1．150833e－005

薯累　験量，線　‡‡

濃度

5‘o一一・一・一一一．一．＿一

　
一

　
■

　
一

　
帰

　
一

　
，一

〇

2

工ONO：1
飼AME：　アニリン

T1阿E：　4．64

　　　濃度一

（1）5

（1）

Ft

1．15083e－OO5

面積
434468

O 2．5

面積

5・P

loo
r2ニ1

F2

o

393－1／1 97／03／0611：52：39

Figure2－4．　Example　ofchromatogram．

（standard　solution　of5．00m以L，48－hour）
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